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「桜さんさん会」の活動概要
 平成１６年、佐久間市長の提案で「市民会議」が設けられ、
市の総合計画の見直しが行われた。この結果、「改訂市原市
総合計画（２００５～２０１５）」の市民まちづくり事業の提案書
としてまとめられ、この中で「養老川周辺の桜の植樹事業」が
提案された。まず養老川中流域に桜並木をつくり、その後 芸
術家たちの協力を得て文化と芸術の里造りを行うもの。

 平成１７年２月、当事業の実施団体として、「まちづくり桜植樹
プロジェクト（桜さんさん会）」を設立。

以降、地元関係者をはじめ、行政（市原市：河川課、環境管
理課、ＮＰＯボランティア支援室、教育委員会、：千葉県市原
土木事務所）や関係諸団体のご指導・ご支援を頂きながら事
業を進めている。



「桜さんさん会」の活動概要
 当面、養老川の上養老橋から大坪橋間の側道や周辺に桜
並木等を整備し(約２.２ｋｍの間)、既存の水辺公園・あじさい
ロード・フラワーロード・農業センターや名所等を遊歩道（サイ
クリングロード）で楽しく周遊できるようにする。

 平成２４年度までの桜並木の整備状況は次の通り。
合計 約２.２ｋｍの間を整備済み。

① 山田地区： 約８００ｍ間
② 大坪地区： 約５５０ｍ間
③ 相川地区： 約４００ｍ間
④ 二日市場地区： 約４５０ｍ間

 平成２５年度以降、桜並木間に芸術的オブジェの設置事業
をスタートし、現在、下記２２個のオブジェを設置した。
① 木製彫刻等：６体、 ② 陶器：７個、 ③ 流木： １体、
④ 歌詞看板： １体、⑤ 川船模型： １体、⑥ 句碑： ４体、
⑦ ガラス工芸品： ２体



養老川・山田地区



地域の課題
●市原市を縦断している養老川の中流域は、美しい田園
風景に恵まれ、奈良・平安時代以前の史跡も多数点在
しているにも係わらず、河川沿いは永年手入れされて
おらず、竹・茅・雑木などが茂り、産業廃棄物等の不
当投棄も彼方此方にされていた。
当会は、このような状況を改善すべく、平成１７年度
から同地域を整備して、桜並木づくりや文化と芸術の
里づくりを行っているが、市内の人達にあまり知られ
ていない。
●これらの事業は、世代を繋いで実施しなければ成就せ
ず、新たな担い手を確保するには、地域の賑わいや人
々を呼び込むことが必要不可欠。



事業の内容
① 事業の目的
当事業は、まず対象地域での桜並木づくりを行い、次の
段階で桜並木間に芸術作品を少しづつ（数体／年）設置
してゆき、桜並木と芸術作品を組み合わせた文化と芸術
の里づくりを世代を繋いで実施する。これにより、将来
の観光地づくりを目指す。
②事業内容
文化と芸術の里づくりを行うため、次などを行う。

 対象地域の景観維持
 桜並木の管理、下草刈りなどを４月から１１月の間、
毎月 大坪・相川・山田・二日市場の４地区で行う。

 地域の方々から喜ばれる芸術作品などの展示芸術家の
メンバーを中心として、地域住民・工芸会や文化団体
関係者と協議しながら、河川道路沿いの桜並木間に芸
術作品等を展示する。



期待される効果・今後の展望
 今年度５体の芸術作品等を設置したが、これまで設

置した芸術作品等と合わせて、合計２２体となった。
出展関係者は無論のこと地域住民や工芸等関係者の

現地訪問（散策）者が増え、当河川道路沿いを訪れる
人が更に増加して賑わうと思われる。

 年々成長すがる桜並木と芸術作品等の増加等により、
関係者のみならず地域の人々の愛着心・郷土愛も育ま
れると思う。

 今後更に当事業の実施地域（大坪橋～上養老橋間約

６ｋｍ）の散策・サイクリングロード間への芸術作品
等の展示を増やし、文化と芸術の里づくりを加速させ
る。これにより、市外からの訪問者（観光客）も漸次
増加し、観光名所になることを目指している。



広聴及び広報活動

 当活動状況は、毎年度発行の「桜さんさん
会だより」で、会員・行政の関連先・支援
企業・団体等へ配布。

 養老川の当活動近隣の２２町会へ「桜さん
さん会だより」と活動へのご意見・活動協
力依頼文書を各町会の班単位での回覧をお
願いする。これにより、活動の進め方に関
する意見や活動への参加を促進したい。

 ③広報いちはらや地元紙へ時々当活動状況
の掲載をお願いする予定。



オブジェ（相川地区）

はぐくむ

波立ち波立ち



オブジェ（二日市場地区）

養老川の未来を見つめて

再生夢のつぼみ



養老川川船(二日市場地区)



歌詞看板（相川地区）



オブジェ（相川地区）

木に触れて

句碑（星からの風）



オブジェ（山田地区）

はばたき ナイスキャッチ



オブジェ（山田地区）

無財の七施

陶器（笑い声）



オブジェ（山田地区）

ほほえみ トロッコ列車

石碑(鳥兎)



オブジェ（山田地区）

四季への感謝

春を待つ春を待つ



オブジェ（大坪地区）

養老川に立つトラ



オブジェ（大坪地区）

木彫（７７）
句碑（真鴨領）

句碑（ひつじ田）



養老川沿いでの活動







事業説明看板・桜の里親看板 設置状況



文化と芸術の里づくりを目指して


